
1．　試　料　名

　分　子　式

　．構　造　式

濃縮度試験成績報告書

ナフタリン（試料盃K－58）

CloH8

　　　同定　IRチャート（図一15参照）

　　　性　状　　外観：白色固体

　　　　　　　　溶解性：対水不溶1殆んどの溶媒に可溶

2，試験期間　　昭和55年9月18日～昭和54年5月24日

三　試験方法及び条件

1難険一一一一
　51　T　L皿試験

　（巳）試験魚

　　　　　ヒメ勘平均体重巳249　塩化第二水銀検定合格点＊

　　　　＊田端健二：用水と廃水　14　1297～1505（19ア2）

　　（b）分散剤及ぴ分散法

　　　　分散剤

　　　　硬化ヒマシ油（HCO－40）

　　　分散法

　　　　供試物質1gと硬イヒヒマシ油HCO－40　10g　Tセトン

　　　　　10gを加え、撹拌溶解した後水を徐々に加え全量をU

　　　　にし、　1000皿m（瑚／V）の原液を調整した。

（c）試験温度

　　　　25土2℃

（こ）試験結果

　　　　48時間T　L皿値：皇0巫皿（豆／V）（図一5参照）

　　　濃縮度試験

　　　試験条件

　　　水系環境調節装置　流水式（揮発性化学物質用濃縮度装畳を使用）

　　　試験水槽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ガラス製容量100工

　　　　　　　　流水量　11521／日

　　　　（原液：希釈永14ml／分：80Om1／分）

　㈲　試験魚

　　　　コイ　平均体重　27g

　　　　　　平均体長　11cm

　（c）　外部消毒及び順化

　　（1）外部消毒

　　　　　止水状態で佃Plm塩酸クロロテトヲサイクリン水溶液て

　　　　　24時間薬浴を行った。

　　②　順　　化

　　　　　25UX14日間
　（の　分散剤及び分散法

　　　　五てtb）に同じ
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（e）試験温度

　　　25士2℃

㈹　水槽中の溶存酸素量

　　　図一15｝14参照

（の　水槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は、約1。4p即（図一4参患）であ

　　　る。水分析時の前処理操作にむいて200倍湊稲が可能なこ

　　　と及び回収率90％及び水槽濃度の低下を約40チと見込み第

　　　2濃度区の水槽濃度をao15取皿と設定した。第1濃度区は

　　　第2濃度区の10倍に設定した。

　　　　（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　　　i．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝≒0．015　ppm　になる0
　　　　　　　　　　　　100－40
　　　　　20〔〕　×　0．9　〉∫　一
　　　　　　　　　　　　　100

設定値（単位㎎n罵〆Vン　、

実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための雫角濃度（単位PPbり）
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　　分析条件

　　使用分析機器及び条件

　　　装　置　　ガスクロマトグラフ　型一日立165

　　　カラム

　　　固定相　　クロモソルプW

　　　液相　シリコ・一・ン8E5010多

　　　　　　　　1皿×5血φ　ステンレス

　　　カラム温度　　100℃

　　　キャリアガス　　N2　40皿1／血

　　　検出器　　FID

　（1）魚体

　　　　医聖
　　　　　　　　←水酸イヒカリウム　28g

　　　　　　　　←エチルアルコール50m工

　　　　　　　　←鴨一ペキサン　　10m工

①）　分析試料の前処理

以下ｼ続く
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1水同

前頁よ 引続き

・加熱分解（80℃）90分

・放冷

←イオン刻臭水　　50皿1

囎藷，開｝・・回

丘＿巨遼竺型
　　　　　　　　　　イオン交換水

　　　　　　　　　軽く振とう

．＿．
uπニニ、．、＿

i『尿．．蟹巳往肇t塑

5D皿 p×2回

・無水硫酸ナトリウムで脱水ろ過

・｛0皿1まで濃縮’湯浴40℃

・カラムクロマトによるクリーンアゾプ＊

・濃縮（・一タリー・エパポレ一夕ー40℃）

・定容　10皿ユ

　　　　　1三三劃

カラムクロマトグラフの条件

　クロマト管　20皿1〆　ガラス製

　充てん剤　5チ含水シリカゲル佃g（鴨瞬サンで充てん）

　　分画法：第1面分　ル峨サン501皿

　　　供試物質は第1面分に溶出する。

（2）試験水

1水　司

　　　　　　第1濃度区

・採水　　　　　200皿1

←塩化ナトリウム　　70g

←クロロホルム　　100ml

　　　2回目　　50ml

，抽出（振とう　10分）

第2農商区

　2000血1

　700g

ll謡ト徊

　　「

ヘ
　　　　　　ヒクロロホルム層1

　　　・無水硫酸ナトリウムで脱水ろ過

　　　・濃縮（・一タリーエパポレ一夕ー40℃）

　　　・定容　10m1

1囲
4　試験結果

　4．1　供試魚の状態

　　　　外観観察結果：正常
　縛．・2　舜縮匿試験奪）結果・

表目2 醐物璽機務倍率
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左む試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は

次のとむりである。

魚体中農度（p即）

精度よく定量
　　　　　　　巳49
できる範囲
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濃縮倍率陣．！■聯法（叩）
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第2区齢以下

A．精度よく定量できる濃度＝1・4∬n（図一4参照）

B．検出限界の濃度（8／N＝2）＝α1四n（図一4参照）

C．　回　収率：　95％

D．魚体重：50g

E．最終液量：10ml

F．希釈倍峯：1

以下次頁に続く

5　参考データ

　　水槽濃度低下に関する検討

　本供試物質の濃縮性試験はその揮散性を考慮して撞発性化学物

質用濃縮度試験装置を用いて行ったが、水槽濃度の実測値は設定

値に対し約50｛’60チであっ痙ため、その原因を調査した。

1　流路系での損失について

　原液槽，水槽入口，水槽内の5ケ所からサンプリングを行い

流路系のどの部分での損失が最も大きいかを調べた（図一17

表一15参照）。　結果を表口5に示す。

表一5 （単位P亟m凧／v）
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　この結果から水槽内での濃度低下が最も大きいことがわか

ったo



2　水槽内での濃度低下について

　　次に水槽内での濃度低下の原因を調査した。

　　実験は、水槽水を6ケの密栓付5001皿3角フラスコ中に採取

　し、そのうちの5ケに57チホルマリン水溶液1mlを加え、ホル

　マリン添加区と無添加区の2，4，8時間後のナフタリン濃度を分

析した。　結果を表一4に示す（図一16，表一12参照）。

表一4　（単位四物）
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　この結果、ホルマリンの添加により濃度が保持されることが示

された。

　これら與り水槽濃度の低下の一因としてこのような低濃度の

条件では微生物による影響が考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上




